
本シリーズは，脳と身体の関わりについて，システム工学的な方法論を用
いて，リハビリテーションを対象として考えよう，という趣旨で刊行された．
このテーマは，今日迎えている超高齢社会において非常に重要なトピックで
あり，さまざまな議論がなされているものの，これまでそれに 100％適合し
た学問分野がなかった．このような問題意識より，文部科学省新学術領域研
究「脳内身体表現の変容機構の理解と制御（略称：身体性システム）」が
2014 年から 5 年計画で発足し，脳科学，リハビリテーション医学，システム
工学という 3 つの分野の研究者が緊密なタッグを組んで「身体性システム科
学」なる学問体系の確立を目指して研究を遂行している．本書は，その領域
の成果の 1 つの集大成となる書籍である．ここでは，各執筆者が，各々の学
問分野をベースとして，全体として共通して進む方向性を意識しつつ，執筆
している．本書は脳科学，リハビリテーション医学，工学の学際領域に興味
がある大学生以上の読者をターゲットとしている．

人の運動は，自身の（自身が認知している）身体を，うまく動かす（適切
に運動制御する）ことで成り立つ．そのような観点から，本シリーズは 2 巻
構成をとっており，1 巻が運動制御（脳を使って身体をうまく動かすしくみ）
について，2 巻が身体認知（自身と自身の身体を認知するしくみ）について
扱っている．また，本シリーズは，全体像，理論的基礎，応用事例というト
ップダウンな記述を目指している．まず 1 巻の序で，1，2 巻に共通した内容
である「身体性システム科学」に関する概要を述べている．1，2 巻とも，前
半の第Ⅰ部（第 1 ～ 4 章）で理論的な背景（概論，脳科学，システム工学に
おけるモデル）と重要トピック（1 巻では歩行・姿勢制御，2 巻ではマーカ
ー＝脳内で身体を表す信号）について議論している．後半の第Ⅱ部（第 5 ～
7 章）では，応用編として，Ⅰ部で扱った内容の応用事例（1 巻では，先天
性無痛症，脳損傷，局所性ジストニアの 3 つ．2 巻では VR・クラウドリハ
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ビリシステム，運動観察リハビリテーション，身体失認・失行症のリハビリ
テーションの 3 つ）について説明している．

本書は，リハビリテーションの具体的な方策についても触れているが，そ
れ以上に，リハビリテーションや脳・身体相互作用に関する新しい考え方を
述べたものである．領域が始まってまだ 5 年足らずであり，まだまだ発展途
上の研究分野であるが，本書の著者全員がこの分野の重要性を確信している．
当該シリーズの内容について，広く読者の方々からさまざまなご批判をいた
だけると幸いである．

2018 年 10 月

太田　順（編者を代表して）
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われわれ人間は，外界を予測し巧みな運動を実現するため，脳内に自己の
身体表象（脳内身体表現）を構築している．この脳内身体表現は，通常は意
識されることはないが，自己の身体が自分のものだという感覚（身体保持
感）や，運動・行為の結果生じた外部の事象が自己の主体的運動・行為に起
因しているという感覚（運動主体感），すなわち身体意識を成立させるため
に常に働いている．しかしながら，事故や病気あるいは加齢によってひとた
び脳や身体の機能が変化すると，脳内身体表現との間にずれが生じ，それが
認知・運動機能の低下として顕在化，身体意識の変容をもたらす．したがっ
て，機能を回復するためには，いかにして脳内身体表現に介入し，これを実
態に合うように適切に変容させるか，その適応メカニズムを明らかにするこ
とが鍵となる．

本書は，脳科学，システム工学，リハビリテーション医学の専門家が，そ
れぞれの立場から脳の中の身体表現が変容するメカニズムについて，特に身
体認知の観点から明らかにしようとする試みについて最新の知見を解説する
ものであり，以下の全 7 章で構成される．

まず第Ⅰ部では，身体認知とリハビリテーションの理論について述べる．
第 1 章では，淺間が，システム工学の側面から身体認知，身体意識（身体

保持感，運動主体感）について述べる．さらに前田が，神経疾患・精神疾患
に見られる身体意識の異常から，病態仮説，神経メカニズムに迫る方法論に
ついて述べる．

第 2 章では，今水，村田，大木らが，脳科学的側面から身体認知，身体意
識について述べる．ヒトを対象とした機能的磁気共鳴画像法や脳波解析，サ
ルを対象とした電気生理学実験を通して身体意識の神経基盤解明にせまる取
り組みを解説し，リハビリテーションへの展開を述べる．

第 3 章では，松本，鎌田が，神経生理医の立場から，脳内身体表現の変容
過程をうかがい知るために臨床的に計測可能な身体意識の生理指標（脳内身
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体表現マーカー）の候補について，最新の研究成果を紹介する．
第 4 章では，矢野，近藤が，システム工学の立場から身体意識の数理モデ

ルとモデルベーストリハビリテーションへの展開について述べる．特に，身
体意識が主体的な感覚運動経験を通して変容していく過程を最適化計算とし
て定式化することで，変容過程の背後にある計算原理を解説する．

第Ⅱ部では，第Ⅰ部の内容を踏まえた応用事例について解説する．
第 5 章では，稲邑が，バーチャルリアリティ（仮想現実感）とクラウドデ

ータベースを活用した新しいリハビリテーション介入の方法論について解説
し，その可能性，将来性についての展望を述べる．

第 6 章では，大内田，出江が，脳卒中片麻痺患者や幻肢痛を訴える四肢切
断患者の脳内身体表現を，身体特異性注意を用いて可視化する試みについて
述べる．また，これらの患者に対して運動観察や模倣運動によるリハビリテ
ーションがもたらす効果について解説する．

第 7 章では，森岡，嶋田が，身体失認と失行症について，その病態や責任
病巣についてまとめ，発生機序を探るための取り組みについて紹介する．同
時に，リハビリテーション介入に向けた病態評価の方法とリハビリテーショ
ン戦略について述べる．

本書が，リハビリテーションに関わるすべての方にとって，学際的研究の
重要性を考えるきっかけとなれば望外の喜びである．

最後に，大変お忙しいなか執筆頂いた執筆者の皆様，編集・校正作業でお
世話になった方々に感謝申し上げる．

2018 年 10 月

近藤敏之，今水　寛，森岡　周
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